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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

件数内訳 平成24年12月末 前年比
総件数 507件 －5件
　人身事故
（うち高齢者）

71件
（24）

＋5件
（－1）

　　死　者
（うち高齢者）

2人
（1）

－3人
（－3）

　　傷　者 82人 ＋5人
　物損事故 436件 －10件編

集
後
記 1月の納税

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,263人 1 12 －11 13 11 2 12,254人 －9人
女 13,413人 7 13 －6 16 12 4 13,411人 －2人
合　計 25,676人 8 25 －17 29 23 6 25,665人 －11人
世帯数 8,135世帯 8,137世帯 2世帯

人口の動き

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
年
も
「
広
報
か

つ
や
ま
」
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
正
月
三
が
日

は
雪
模
様
で
し
た
が
、

と
り
あ
え
ず
大
雪
と
ま

で
は
至
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
、
ま
だ
ま
だ

大
寒
が
過
ぎ
る
ま
で
は

油
断
で
き
ま
せ
ん
ね
。

　

今
年
も
1
月
27
日
に

勝
山
年
の
市
が
本
町
通

り
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

勝
山
の
冬
の
風
物
詩
の

一
つ
で
す
。
ぜ
ひ
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

市・県民税、国民健康保険税▶第４期
納  期  限▶１月31日（木）
口 座 振 替▶１月28日（月）

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　勝山高校を卒業後、県外の短大へ進学して保育

士資格を取得。短大卒業後は県外の保育園に勤務

していましたが、昨年２月に帰勝。現在は、しろ

き保育園に勤務しています。

　高校時代から歌やダンスが好きで、また
子ども好きなこともあり、保育士という仕
事に就きたかったという織田さんは、「園児
たちが日々成長していく姿を見ていること
で、とてもやりがいを感じる。」と話してい
ました。
　また、織田さんは地域の活動にも積極的
に参加しており、現在は立川区の勝山左義
長まつりの練習に励んでいます。
　「大好きな勝山に戻り、やりたいことがた
くさんあるので、これからどんどんチャレ
ンジしていきたい。」と語る織田さんの今後
の活躍が期待されます。

織
おり

田
た

　賢
まさる

さん（30）
＝立川１＝
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勝
山
市
議
会
12
月
定
例
会
が
11

月
30
日
か
ら
12
月
17
日
の
日
程
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
、
招
集
あ
い
さ
つ

の
中
で
、
先
の
市
長
選
挙
で
４
選

を
果
た
し
た
こ
と
の
お
礼
を
述

べ
、「
今
後
も
こ
れ
ま
で
以
上
の

成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
努
力
し

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
れ
ま
で
進
め
て
き

た
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
中
心
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
今
後
４
年

間
も
さ
ら
に
推
進
し
て
い
き
た

い
。」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

　

３
億
５
９
５
４
万
５
千
円
の
増
額
の

　

３
億
５
９
５
４
万
５
千
円
の
増
額
の

　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

12
月
定
例
議
会招集あいさつをする山岸市長

•
そ
の
他

　

平
成
23
年
度
勝
山
市
歳
入
歳
出

決
算
が
認
定
、
平
成
23
年
度
勝
山

市
水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
及

び
決
算
が
可
決
並
び
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

陳
情
２
件
の
う
ち
１
件
が
継
続

審
査
、
１
件
が
不
採
択
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
勝
山
市
教
育
会
館
耐

震
補
強
・
改
修
工
事
（
建
築
工
事
）

請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
」
の

議
案
撤
回
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

•
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

　

勝
山
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
村　

敏
夫
（
立
川
町
）

※
委
員
の
任
期

　

平
成
25
年
２
月
７
日
〜

平
成
29
年
２
月
６
日

決
ま
っ
た
内
容

•
補
正
予
算

　

国
の
補
助
を
使
い
、
消
防
・
緊

急
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
う
工

事
費
、
職
員
の
退
職
手
当
負
担
金

や
職
員
手
当
な
ど
の
増
額
、
奥
越

地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を

入
浴
・
休
憩
な
ど
の
機
能
を
備
え

た
複
合
施
設
に
改
修
す
る
た
め
の

実
施
設
計
費
用
な
ど
、
一
般
会
計

に
３
億
５
９
５
４
万
５
千
円
を
増

額
し
、
総
額
を
１
２
１
億
２
７
７

０
万
２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
勝
山
市
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
な

ど
特
別
会
計
補
正
予
算
７
議
案
、

企
業
会
計
補
正
予
算
１
議
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

•
条
例

　

勝
山
市
暴
力
団
排
除
条
例
な
ど

５
つ
の
条
例
の
一
部
改
正
と
、
勝

山
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

冬の風物詩冬の風物詩

■主催／勝山本町通り商店街振興組合　■共催／勝山市・勝山商工会議所　■後援／（社）勝山観光協会・えちぜん鉄道（株）・勝山市電車利用促進会議

「勝山年の市」へは便利なえちぜん鉄道で。福井駅から勝山駅まで52分、毎時2本運行。「勝山年の市」へは便利なえちぜん鉄道で。福井駅から勝山駅まで52分、毎時2本運行。「勝山年の市」へは便利なえちぜん鉄道で。福井駅から勝山駅まで52分、毎時2本運行。
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分

勝
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本
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て
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に
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に
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に
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に
り
に
り
に
り
に
り
に
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に
りり
に
り
に
り
に
り
に
り
に
り
に
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に
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に
り
に
り
ににに
てててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててて

午
前
8
時
30
分
よ
り

勝
山
市
本
町
通
り
に
て

■主催／勝山本町通り商店街

「勝山年の市」山年の市」 は年の市」へ

1
月

27
日 

日

平
成
25
年

む
ら
の
達
人
た
ち  

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬のののののののののののののののののののののののののののののの風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風風物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物冬の風物

む

年  市の
勝山物物物物物物物物物物物物物物詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩物詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩詩勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝山 冬の風物詩冬の風物詩

勝山年の市勝山年の市
と　き　１月27日（日）
　　　　午前８時３０分～

ところ　勝山市 本町通り
出店数　52店
木工品、民具、手作り品、食品等の店舗が軒を連ねます。
お馴染みの「むらの達人コーナー」では、６人の達人たち
によるござぼうしや、わら・竹細工の実演、鯖の熟れ鮨し
の試食、報恩講料理の無料配布等を行います。詳しくは、
年の市のパンフレットをご覧ください。

問　勝山本町通り商店街振興組合
　　　　　　　　　　☎090－8269－8529
　　勝山商工会議所　☎88－0463
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
、
市
長
選
挙
に
お
い

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
信
任
を
賜

り
、
４
期
目
の
勝
山
市
政
を
預
か

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
無
投
票

当
選
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
今

ま
で
以
上
に
緊
張
感
を
持
っ
て
市

政
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
て
、
勝
山

市
の
更
な
る
発
展
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
、
新
年
を
迎
え
て
あ
ら
た

め
て
決
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
期
12
年
間
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
西
暦
２
０
０
０
年
の
当
選
以

来
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
る
「
市
民
の
た
め
の

市
政
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
具
体
的
政
策
は
、「
ふ
る

さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
理
念
に

し
た「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
」

に
基
づ
く
市
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
で
す
。「
わ
が
ま
ち
元
気
発
掘

事
業
」
か
ら
始
ま
り
、
３
年
ご
と

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
11
年
目

の
今「
わ
が
ま
ち
魅
力
醸
成
事
業
」

と
し
て
展
開
中
で
す
。

　

こ
の
間
、
自
然
、
歴
史
、
伝
統

文
化
、
環
境
保
全
な
ど
、
実
に
２

０
０
を
超
す
ま
ち
づ
く
り
事
業
が

市
民
の
手
に
よ
っ
て
市
内
各
地
域

の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
、
市
民
の

自
信
と
誇
り
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
九
頭
竜
川
の
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
、
ホ
タ
ル
や
希
少
種
植

物
の
生
態
調
査
、
保
全
活
動
な
ど

エ
コ
ロ
ジ
ー
の
成
果
は
、
昨
年
５

月
に
全
国
か
ら
３
千
人
を
超
す
参

加
者
を
迎
え
て
「
世
界
で
９
番
目

に
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
勝
山
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
た
環
境
自
治
体
会
議
か

つ
や
ま
会
議
開
催
と
な
っ
て
現

れ
、
分
科
会
で
の
小
学
生
の
赤
と

ん
ぼ
の
生
態
調
査
発
表
は
大
き
な

反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
ま
た
「
鯖

の
熟
れ
鮨
し
」
や
「
エ
ゴ
マ
」
な

ど
、
地
域
特
産
品
の
復
活
は
今
、

地
域
産
業
と
し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
か

ら
エ
コ
ノ
ミ
ー
に
発
展
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
地
域
力
は
市
民

力
と
な
っ
て
、
勝
山
市
の
力
を
つ

く
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ー
ド
面
で
は
国
の
交
付
金
を

活
用
し
て
中
心
市
街
地
各
所
の
整

備
を
進
め
、「
は
た
や
記
念
館
ゆ
め

お
ー
れ
勝
山
」
は
ま
ち
な
か
拠
点

施
設
と
し
て
、
年
間
10
万
人
を
超

す
来
館
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
平
成
15
年
か
ら
行
財
政

改
革
に
着
手
し
、
財
政
の
健
全
化

に
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
30
年
福
井
国

体
で
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の

勝
山
市
開
催
が
決
ま
り
、
そ
の
会

場
と
な
る
新
体
育
館
建
設
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
28
年
度

に
は
北
陸
自
動
車
道
が
中
部
縦
貫

自
動
車
道
と
接
続
し
、
勝
山
イ
ン

タ
ー
ま
で
繋
が
り
ま
す
。
こ
の
機

を
と
ら
え
、
ク
ル
マ
で
の
来
訪
客

へ
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
施
設
と

し
て
「
道
の
駅
」
の
整
備
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
中
心
市
街
地
へ
の

誘
客
で
は
、
駅
舎
内
部
の
改
修
を

進
め
て
い
る
勝
山
駅
か
ら
勝
山
橋
、

元
禄
一
番
街
を
通
っ
て
ゆ
め
お
ー

れ
勝
山
ま
で
を
、「
恐
竜
シ
ン
ボ
ル

ロ
ー
ド
」
と
位
置
づ
け
て
、
様
々

な
仕
組
み
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
陸
新
幹
線
金
沢
駅
開
業
、
そ

し
て
福
井
ま
で
の
延
伸
に
よ
り
、

人
と
物
の
流
れ
が
活
発
化
し
て
観

光
の
概
念
も
新
し
く
生
ま
れ
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
東
京
を
中
心
と
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
思
考
か
ら
、
日
本
の
四
季
折
々

の
自
然
や
伝
統
文
化
な
ど
へ
の
関

心
が
高
ま
り
、
地
方
の
「
そ
の
土

地
ら
し
さ
」
こ
そ
が
最
大
の
価
値

で
あ
る
と
見
直
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

こ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
か
ら

ロ
ー
カ
リ
ズ
ム
へ
の
志
向
変
化

は
、
観
光
だ
け
で
な
く
伝
統
工
芸

へ
の
興
味
や
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た

新
し
い
ク
ラ
フ
ト
な
ど
に
よ
っ
て

若
い
世
代
が
地
方
に
活
動
の
場
を

広
げ
て
お
り
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高

さ
は
都
市
部
に
劣
ら
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
然
に
向

き
合
う
農
業
や
田
舎
暮
ら
し
な

ど
、
都
市
と
は
一
味
違
っ
た
自
由

を
楽
し
み
、
魅
力
を
見
出
し
て
生

き
る
人
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
企

業
の
立
地
や
生
産
活
動
も
人
、
自

然
、
環
境
な
ど
、
そ
の
土
地
な
ら

で
は
の
特
性
に
目
を
向
け
始
め
て

い
ま
す
。

　

勝
山
市
は
恐
竜
博
物
館
を
は
じ

め
、
白
山
平
泉
寺
、
ス
キ
ー
ジ
ャ

ム
勝
山
、
越
前
大
仏
、
勝
山
城
博

物
館
等
、
恵
ま
れ
た
施
設
や
史
跡

を
生
か
し
て
観
光
振
興
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
固
有
の
特
性

を
魅
力
に
、
産
業
新
興
に
向
け
て

も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が

目
指
す
も
の
、
そ
れ
は
「
い
い
町

を
つ
く
る
」
と
い
う
一
点
に
集
約

さ
れ
ま
す
。
い
い
町
と
は
、
住
ん

で
い
る
人
に
と
っ
て
は
「
い
つ
ま

で
も
住
み
続
け
た
い
町
」、
一
度
勝

山
を
離
れ
た
人
に
と
っ
て
は
「
い

つ
か
は
帰
っ
て
き
た
く
な
る
町
」、

訪
れ
る
人
に
と
っ
て
は
「
何
度
も

何
度
も
来
た
く
な
る
町
」
で
す
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な

勝
山
市
を
つ
く
る
た
め
に
、
全
力

を
投
入
し
て
き
ま
し
た
。
今
期
４

年
間
は
、
こ
の
よ
う
に
市
民
の
皆

さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
過
去
12
年
間
の
ベ
ク
ト
ル

の
延
長
線
上
に
、
さ
ら
に
力
強
い

軌
跡
を
描
い
て
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
勝
山
市
の

実
現
」
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
様

と
一
丸
と
な
っ
て
、
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

新年のごあいさつ
勝山市長　山　岸　正　裕
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人件費の状況人件費の状況
市職員などの給与を公表
　平成24年4月1日現在の市の
三役、市議会議員、市職員の
給料・手当などを公表します。

人件費の決算状況

職員給与費の状況

職員手当の状況 国と比較した平均給料月額

国と比較した初任給

部門別職員数の状況

職員の経験年数・学歴別平均給料

特別職等の報酬

等級別職員数の状況

（23年度決算・普通会計）

（24年度予算・普通会計）

（24年度） （24.4.1現在）

（24.4.1現在）

（各年の4.1現在）

（一般行政職） （24.4.1現在）

（24.4.1現在）

（24.4.1現在）
職員数 314人

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 22年度
千円 千円

12,620,495 2,422,796 19.2％ 18.5％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬等を含みます

職員数（A）
給　　　与　　　費 １人あたりの

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
千円 千円 千円 千円 千円

287 人 1,060,930 155,380 379,154 1,595,464 5,559

区　　　分 主　な　内　容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

６月期
12月期
　計

　 期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分
 （国の最高　59.28月分）
1人あたりの平均支給額26,142千円（23年度）

特殊勤務手当

徴収事務従事手当
動物の死体及び汚物処理従事手当
消防署勤務手当
用地交渉従事手当
感染症防疫作業に従事する職員

扶 養 手 当
配偶者13,000 円配偶者以外6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳ま
での子1人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家23,000円までの場合12,000円を引
いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合 55,000円まで
自家用車の場合 2,000円～ 24,500円

時 間 外
勤 務 手 当

支給総額　　　　80,605千円（23年度）
1人あたりの年額　  281千円

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
勝山市 309,499円 41年8月 303,801円 52年4月
国 304,944円 42年8月 270,465円 49年7月

※国は「給与改定・臨時特例法」に基づく給与減額措置（▲５～10％）後の額です

区　分 高校卒初任給 高校卒2年目 大学卒初任給 大学卒2年目
勝山市 140,100円 144,500円 161,600円 172,200円
国 140,100円 144,500円 172,200円 178,800円

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24

一　
　
　
　

般

議 会 5 5 4 △1
総 務 54 53 53 △1 △1
税 務 16 15 14 △1 △1
農 水 17 17 16 △1 △1
商 工 11 12 12 1
土 木 24 26 27 1 2 1
小 計 127 128 126 △1 1 △2

福　

祉

民 生 37 37 37 △2
衛 生 15 16 16 △1 1
小 計 52 53 53 △3 1

一般行政計 179 181 179 △4 2 △2
特
別
行
政

教 育 75 73 72 △2 △1
消 防 36 36 37 △1 1
小 計 111 109 109 △1 △2

公
営
企
業
等

水 道 5 4 4 △1 △1
下水道 7 6 6 △1 △1
その他 17 17 17 1
小 計 29 27 27 △1 △2

総　合　計 319 317 315 △6 △2 △2
泫　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有す
る休職者を含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育長を含む）

区　分 7年以上
10年未満

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

高校卒 202,100円 284,600円
大学卒 226,172円 258,007円 300,660円

市 長 850,000 円 議 長 440,000 円
副 市 長 710,000 円 副 議 長 370,000 円
教 育 長 530,000 円 議 員 350,000 円
期末手当　6月期　1.40月分　　12月期　1.55月分

区分 主な補職内容 職員数 構成比

1級 主 事
技 師 14 4.5％

2級 主 事
技 師 56 17.8％

3級 主 査 83 26.4％

4級 主 任 50 15.9％

区分 主な補職内容 職員数 構成比

5級 主 幹 41 13.1％

6級 課 長 19 6.0％

7級 部 長 10 3.2％

技能労務
職　員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

41 13.1％
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み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

み
ん
な
で
守
り
、
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療
！

〜
開
業
医
の
立
場
か
ら
在
宅
医
療
等
の
現
状
に
つ
い
て
〜

〜
開
業
医
の
立
場
か
ら
在
宅
医
療
等
の
現
状
に
つ
い
て
〜

　

今
回
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
開
業

医
の
立
場
か
ら
在
宅
医
療
に
つ
い
て
ご

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

クリニカ・デ・ふかや
深谷　憲一 院長

　

当
院
は
、
在
宅
療
養
患
者
の
24
時
間
往
診

が
可
能
な
体
制
を
確
保
し
て
い
る
在
宅
療
養

支
援
診
療
所
の
指
定
を
受
け
て
い
て
、
市
内

の
同
指
定
２
医
療
機
関
と
連
携
体
制
を
と
り

な
が
ら
、
在
宅
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
が
出
張
な
ど
で
い
な
い
と
き
で
も
、

容
体
が
急
変
し
た
と
き
な
ど
に
他
の
先
生
が

代
わ
っ
て
対
応
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、
患

者
や
家
族
に
と
っ
て
安
心
し
て
在
宅
生
活
を

送
る
こ
と
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
入
院
が
必
要
な
と
き
は
福
井
社
会

保
険
病
院
を
中
心
に
市
内
の
医
療
機
関
に
入

院
さ
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
制
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
病
院
を
紹
介
す
る
際
は
、
専

門
性
の
高
い
病
院
、
ま
た
は
患
者
の
生
活
環

境
を
考
慮
し
ま
す
。
退
院
し
て
在
宅
に
戻
る

と
き
に
は
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
外

来
診
療
や
往
診
を
し
て
い
ま
す
。

■
在
宅
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

　

以
前
、
在
宅
医
療
に
力
を
入
れ
た
時
期
に

は
月
50
件
の
往
診
を
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
往
診
は
時
間
が
か
か
り
、
外
来
診
療
と

の
両
立
が
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は

月
20
件
往
診
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
の
よ
う

な
往
診
は
体
力
的
に
も
厳
し
い
状
況
で
す
。

開
業
し
て
い
る
内
科
医
の
中
で
は
私
が
一
番

若
い
の
で
、
勝
山
市
に
機
動
力
を
も
つ
若
い

医
師
が
来
て
ほ
し
い
で
す
が
、
な
か
な
か
い

な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

在
宅
医
療
だ
け
で
は
在
宅
生
活
を
支
え
ら

れ
な
い
の
で
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る
中
で
、
在
宅
医
療
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

■
年
を
と
っ
て
も
元
気
で
い
よ
う

　

私
が
特
に
言
い
た
い
の
は
、「
症
状
が
出

て
い
な
く
て
も
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
、10
〜
20
年
後
の
大
き
な
病
気
を
防
げ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
症
状
が
出
た
ら
病
気
は

相
当
進
ん
で
い
ま
す
。
予
防
が
大
切
で
あ
り

健
診
を
受
け
る
重
要
性
を
皆
さ
ん
が
認
識
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　

自
分
の
健
康
を
守
り
元
気
で
い
る
こ
と

は
、
年
を
と
っ
て
も
勝
山
市
を
支
え
る
原
動

力
で
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
病
院

に
通
え
な
い
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま
す
し
、

今
後
も
要
介
護
状
態
の
高
齢
者
が
増
え
て
い

き
ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
増
や
す
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
元
気
な

高
齢
者
を
増
や
す
こ
と
が
勝
山
市
の
目
指
す

と
こ
ろ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

第３回

松田ふれあい松田ふれあい
　　会館が完成　　会館が完成

第10分団車が第10分団車が
新しくなりました新しくなりました

　荒土町松田区にコミュニティセンター「松
田ふれあい会館」が完成し、12月23日（日・
祝）に完成記念式典が行われました。
　松田区では、築100年以上にもなる道場を
会館として利用していましたが、このたび
（財）自治総合センターが実施する宝くじ社
会貢献広報事業の助成を受けて、全館を新
築しました。

　12月18日（火）、勝山市消防団第10分団（鹿
谷地区）の消防団車を更新しました。車両に
は、小型動力ポンプの積み降ろし作業を軽減
させる機械式昇降装置が搭載されています。
　なお、同分団ポンプ庫も新しくなりました。

山岸市長に説明する松村区長

写真上：新車両
写真右： 小型ポンプ
　　　　昇降装置
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次の方は
確定申告が必要です
①事業をしている
②地代や家賃等の収入がある
③土地や建物を売った
④給与収入が2,000万円を超える
⑤２か所以上から給与を受ける
⑥給与・退職所得以外に農業や年
金等の収入が20万円を超える
⑦受給年金で源泉徴収がある
⑧中途退職等でまだ年末調整が
されていない
⑨雑損控除や医療費控除等を受
けたい
⑩合計所得が38万円を超える

申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

・
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場

合
、
誰
が
ど
こ
の
病
院
で
い
く

ら
支
払
っ
た
か
が
分
か
る
よ
う
、

集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

・
収
入
が
な
い
場
合
に
は
、「
無

所
得
の
申
告
書
」
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※
申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

・
１
月
１
日
に
勝
山
市
で
生
活

し
、
前
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん

　

①
確
定
申
告
済
み
の
方
お
よ
び

そ
の
扶
養
対
象
親
族

　

②
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
提
出
済
み
の
方
お
よ
び
そ

の
扶
養
対
象
親
族

控　除　対　象 必　要　書　類
生 命・ 地 震 保 険 料 控除証明書
国 民 年 金 保 険 料 控除証明書または領収書
寄 付 金 領収書
住宅ローン（２年目以降） 借入金年末残高等証明書など

障 が い・ 介 護 関 係
・障害者手帳など各種証明書
・介護保険料の領収書
・障害者控除対象認定書

確定申告のご準備はお済みですか？確定申告のご準備はお済みですか？
申告受付 2月18日（月）～3月15日（金）の平日のみ
受付時間 8:50 ～ 11:30、13:00 ～ 15:30
 ※３月３日（日）は、上記の時間に受け付けています

受付会場 教育会館３階　第１研修室
　※期間中、混雑の状況次第では受け付けできない場合がありますので
　　あらかじめご了承ください

年金受給者年金受給者は事前に事前にご相談ください
期　間　２月７日（木）・８日（金）・12日（火）
　　　　９:00～ 16:00
　　　　※12:00 ～ 13:00は休み

ところ　教育会館３階　第１研修室

農業申告はこちらで受け付けます農業申告はこちらで受け付けます
期　間　２月26日（火）～28日（木）
　　　　９:00～ 16:00
　　　　※12:00 ～ 13:00は休み

ところ　ＪＡテラル越前　勝山研修会館
（滝波町５丁目）

※農業の収入と経費の収支計算は、事前に済
ませてください

お近くの公民館でご相談くださいお近くの公民館でご相談ください
巡回相談会の日程

日　　　　　時 場　　所
２月21日（木） 8:30 ～ 11:30 平泉寺公民館
２月22日（金） 8:30 ～ 15:30 村 岡 公 民 館
２月25日（月） 8:30 ～ 11:30 北 谷 公 民 館
３月１日（金） 8:30 ～ 11:30 野 向 公 民 館
３月４日（月） 8:30 ～ 15:30 荒 土 公 民 館
３月５日（火） 8:30 ～ 15:30 北 郷 公 民 館
３月６日（水） 8:30 ～ 15:30 鹿 谷 公 民 館
３月７日（木） 8:30 ～ 11:30 遅 羽 公 民 館
３月８日（金） 8:30 ～ 11:30 猪野瀬公民館

問　税務課（市役所１階）（☎88‐8101）
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知
ろ
う
、
認
知
症

　

防
ご
う
、
高
齢
者
虐
待

　

勝
山
市
で
は
平
成
21
年
か
ら
23
年
の
3
年
間
に
、
58
件
の
高

齢
者
虐
待
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
件
数
は
増
加
す
る
傾
向
に
あ

る
た
め
、
虐
待
を
未
然
に
防
ぐ
取
り
組
み
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
の
統
計
で
は
、
虐
待
を
受
け

た
高
齢
者
の
８
割
以
上
に
認
知
症

が
あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。認
知
能
力
の
低
下
に
よ
っ
て
、

介
護
者
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

虐
待
を
防
ぐ
た
め
、
認
知
症
に

対
す
る
理
解
が
必
要
で
す
。
認
知

症
は
脳
の
病
気
に
よ
っ
て
起
き
る

症
状
で
あ
り
、
病
院
で
の
治
療
や

次
の
よ
う
な
対
処
の
仕
方
に
よ
っ

て
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

認
知
症
の
方
と
の
接
し
方

○
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い

　

高
齢
者
の
意
思
や
人
格
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
扱
い
せ

ず
、
大
人
の
言
葉
で
会
話
す
る
こ

と
も
大
切
で
す
。

○
ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
る

　

自
分
で
で
き
る
こ
と
は
、
ゆ
っ

く
り
で
も
や
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。
無
理
に
急
か
し
た
り
、
手
に

持
っ
て
い
る
服
や
靴
を
奪
い
取
っ

て
代
わ
り
に
や
っ
て
あ
げ
た
り
、

と
い
う
行
為
は
禁
物
で
す
。

○
聞
き
上
手
に
な
る

　

認
知
症
の
方
は
、
昔
話
な
ど
は

よ
く
憶
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
ゆ
っ
く
り
時
間
を
と
っ
て
話

を
聞
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

　

認
知
症
の
方
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　

成
年
後
見
制
度

　

認
知
症
な
ど
の
た
め
に
判
断
能

力
の
不
十
分
な
方
は
、
財
産
を
管

理
し
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
へ
の
入
所
に
関
す
る
契
約
を
結

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
金
銭
搾
取

や
悪
徳
商
法
の
被
害
に
遭
う
恐
れ

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
に

代
わ
っ
て
、
財
産
管
理
や
契
約
締

結
な
ど
を
行
う
の
が
「
成
年
後
見

制
度
」
で
す
。

　

成
年
後
見
の
申
し
立
て
は
家
庭

裁
判
所
に
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す

が
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
や

す
ら
ぎ
」
で
は
、
制
度
に
関
す
る

ご
相
談
や
申
し
立
て
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

出
前
研
修
会
開
催

　

市
で
は
、
高
齢
者
虐
待
防
止
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
出
前

の
研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ま
に
高

齢
者
虐
待
防
止
や
認
知
症
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
や
す
ら
ぎ
」

の
職
員
が
地
区
サ
ロ
ン
や
各
事
業

所
へ
出
向
き
、
研
修
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

出
前
研
修
内
容

○
高
齢
者
虐
待
と
は

○
勝
山
市
の
現
状
、
取
り
組
み

○
認
知
症
と
は

※ 

時
間
は
60
〜
90
分
程
度
、
土
日

や
夜
間
も
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
」（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０ 勝山北部中学校での認知症講座の様子

勝山市の高齢者虐待に関するデータ（健康長寿課調べ）

身体的虐待（暴力等）

心理的虐待（暴言等）

介護放棄（世話をしない等）

性的虐待（性的嫌がらせ等）

経済的虐待（金銭搾取等）

認知症の方との接し方認知症の方との接し方
●プライドを傷つけない

●ペースを合わせる

●聞き上手になる

0 5 10 15 20 25 30
（件数）※重複あり
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現
在
、
今
年
度
の
新
規
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
部
門
に
は
18
団
体

が
申
請
し
、
初
め
て
中
学
生
か

ら
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

北
中
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

新
聞
を
教
材
に
取
り
入
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ

（
エ
ヌ
・
ア
イ
・
イ
ー
）
の
実
践
指
定
校

で
あ
る
勝
山
北
部
中
学
校
の
生
徒
が
、「
キ

ラ
リ
笑
顔
で
あ
ふ
れ
る
勝
山
め
ざ
し

て
！
」
と
題
し
、
地
域
活
性
化
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
で
、
ふ
る
さ

と
を
活
性
化
す
る
た
め
の
提
言
を
発
表
し
、

こ
の
提
言
を
実
行
す
る
た
め
に
エ
コ
協
に

参
加
し
た
と
の
こ
と
。こ
の
活
動
を
通
し
て
、

自
分
た
ち
が
住
む
勝
山
の
課
題
を
学
び
、

将
来
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

勝
山
市
を
創
ろ
う
と
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

北
中
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

こ
れ
ま
で
に
、
九
頭
竜
川
か
ら
ゴ
ミ
を
な

く
す
運
動
や
恐
竜
博
物
館
へ
の
誘
客
を
は

じ
め
と
し
た
勝
山
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
テ
ッ
カ
ー
の
配
布
・
販
売
や
、

な
ぜ
勝
山
を
Ｐ
Ｒ
す
る
運
動
に
取
り
組
む

の
か
を
ま
と
め
た
新
聞
を
作
る
な
ど
し

て
、
多
く
の
方
に

ま
ち
づ
く
り
活
動

を
呼
び
か
け
ま
す
。

な
お
、
２
月
の
鹿

谷
町
雪
ま
つ
り
で

は
「
雪
ま
つ
り
へ

の
提
言
」
を
行
う

予
定
で
す
。

　

子
ど
も
の
ほ
う
か
ら
社
会
へ
参
画
す
る

と
い
う
新
た
な
広
が
り
に
心
強
い
思
い
を
感

じ
ま
し
た
。
私
た
ち
大
人
も
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
勝
山
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
を

し
っ
か
り
考
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

◆
行
事
案
内
・
お
知
ら
せ

○
第
26
回
鹿
谷
町
雪
ま
つ
り

と　

き
▼
２
月
10
日
（
日
）

と
こ
ろ
▼
鹿
谷
小
学
校
周
辺

※ 

雪
像
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
チ
ー
ム
募
集
中
！

申
・
問 

鹿
谷
公
民
館  

☎
89
‐
２
１
１
１

○
谷
の
お
面
さ
ん
祭
り
＆
雪
像
ま
つ
り

　

道
沿
い
や
神
社
に
、
お
面
を
つ
け
た
た

く
さ
ん
の
雪
像
が
並
び
ま
す
。

と　

き
▼
２
月
17
日
（
日
）

と
こ
ろ
▼
谷
公
民
館
・
伊
良
神
社

※
雪
像
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

　

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
お
知
ら
せ
版

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

未
来
創
造
課 

☎
88
‐
1
1
1
5

○ 「
た
こ
焼
き
風
サ
ト
イ
モ
」

ち
ゃ
ま
ト
ク
部
会
が
普
及
活
動

　

勝
山
う
ま
い
も
ん
コ
ン
テ
ス
ト
で
ア
イ

デ
ア
賞
を
受
賞
し
た
「
た
こ
焼
き
風
サ
ト

イ
モ
」
は
、
里
芋
の
煮
っ
転
が
し
を
子
ど

も
に
も
食
べ
や
す
く
工
夫
し
た
料
理
で

す
。
勝
山
観
光
協
会
と
と
も
に
、
勝
山
の

新
名
物
と
な
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
普
及
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

文
章　

エ
コ
協
広
報
委
員　

小
玉
理
恵

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
2
階
）

 

☎
88
‐
1
1
1
5

必
勝

○KATSUYAMA HOKUBU JUNIOR HIGH SCHOOLＣ

第
15
回　

新
た
な
１
年
に
向
か
っ
て

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
が
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
そ
し

て
勝
山
市
に
と
っ
て
も
、
素
晴
ら
し
い

1
年
に
な
る
こ
と
を
お
祈
り
し
ま
す
。

私
も
そ
の
た
め
に
精
一
杯
尽
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
幸
せ
に
な
る
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
の
幸
せ
で
も
あ
り
ま

す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　　

今
年
、
私
の
抱
負
は
次
の
４
つ
で
す
。

①
詳
細
に
勝
山
の
自
然
環
境
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
こ
と　

②
質
の
高
い
環
境

教
育
や
E
S
D
（
持
続
可
能
な
発
展
の

た
め
の
教
育
）
を
学
校
や
地
域
へ
定
着

さ
せ
る
こ
と　

③
産
学
官
民
の
連
携
を

強
化
す
る
こ
と　

④
積
極
的
に
市
内
外

に
勝
山
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
す
。

　

①
は
、
勝
山
の
奥
深
さ
を
知
っ
た
か

ら
こ
そ
の
抱
負
で
す
。
こ
の
２
年
間
、

勝
山
の
多
種
多
様
な
魅
力
が
あ
ふ
れ
て

い
る
こ
と
に
取
り
憑
か
れ
て
き
ま
し
た
。

学
校
で
の
学
習
内
容
に
つ
い
て
も
さ
ら

に
深
ま
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
自
然
を

中
心
に
よ
り
詳
細
な
最
新
情
報
を
え
な

い
と
、
私
の
活
動
の
基
盤
が
成
立
し
ま

せ
ん
。
今
年
も
「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」
の

情
報
を
た
く
さ
ん
用
意
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

赤
と
ん
ぼ
調
査
に
つ
い
て
も
、
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い

で
す
ね
。

　

②
の
質
と
定
着
は
、
日
本
の
環
境
教

育
や
E
S
D
の
課
題
に
真
っ
向
か
ら
挑

戦
す
る
も
の
で
す
。
全
学
校
で
さ
ら
な

る
進
化
を
促
し
、
全
国
の
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
な
活
動
に
育
て
る
こ
と
を
狙
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
が
生
き
る
力
を
培
い
、
幸

せ
で
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
勝
山
を
目

指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
大
学
等
の
高
度
な

専
門
性
や
、
資
金
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

体
制
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
い

ろ
い
ろ
な
人
と
繋
が
る
こ
と
で
、
素
晴

ら
し
い
も
の
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
繋
げ
た
人
た
ち
が

楽
し
く
な
る
し
か
け
を
す
る
こ
と
こ
そ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
の
真
骨
頂

で
す
。

　

④
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
環
境
自
治

体
会
議
以
来
、
勝
山
の
名
は
全
国
的
に

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
学
会
な
ど
で
も
注
目
し
て
く
だ

さ
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
E
S
D

や
環
境
教
育
に
お
い
て
、
全
国
の
模
範

と
な
る
よ
う
な
活
動
を
続
け
る
こ
と
に

よ
り
、
勝
山
の
魅
力
を
市
民
で
共
有
し
、

市
外
に
伝
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

勝
山
に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
心

底
思
え
る
よ
う
な
１
年
に
し
ま
し
ょ

う
。
子
ど
も
た
ち
が
見
つ
け
て
く
れ
た

勝
山
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
、
勝
山

の
大
人
が
真
摯
な
姿
勢
で
受
け
止
め
、

一
緒
に
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
私
も
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

「
勝
山
エ
コ
ラ
イ
フ
」コ
ラ
ム

子どもたちから大人へ　勝山市の魅力をさらに高める子どもたちから大人へ　勝山市の魅力をさらに高める
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　国民健康保険税の納付済額は、確定申告で
所得税の社会保険料控除を受けることができ
ます。
　前年の１月１日から12月31日までの期間に
納付した金額が控除できます。（※還付があっ
た場合には、その分の金額を差し引いて申告
してください）

◆納付書で納付された方
　領収証書の日付をご確認の上、該当する１
年間に納付した合計額を算出して、申告用紙
へ記入してください。（※領収証書の添付は
必要ありません）

◆口座振替で納付された方
　預金通帳の日付けをご確認の上、該当する
１年間に納付した合計額を算出して、申告用
紙へ記入してください。

◆申告できる方
•現金納付の場合…実際に支払いをされた方
•口座振替で納付の場合…当該口座名義の方
•特別徴収（年金天引き）の場合…

当該年金受給者
問　税務課（市役所１階）☎88-8101

～非自発的失業者の
国保税の軽減について～

　リストラや会社の倒産など事業者の都
合で離職された方は、申請により国民健
康保険税が軽減されます。詳細について
は、下記までお問い合わせください。
対 象▶離職時に65歳未満の方で、ハロー
ワークで交付された雇用保険受給資格
者証を持ち、その離職理由コード（２
桁の番号）が11、12、21 ～ 23、31 ～
34に該当する方
問　市民課（市役所１階）☎88-8102

①平成24年分公的年金等の源泉徴収票が
送付されます

　国民年金や厚生年金などの老齢年金等は、所
得税法上の「雑所得」として所得税がかかります。
　日本年金機構から「公的年金等の源泉徴収票」
が1月末までに送付されます。大切に保管し、確
定申告（申告期限：3月15日（金）まで）を行う
際に添付してください。
※ 障害年金や遺族年金は、所得税の課税対象で
ないため、源泉徴収票は送付されません。
◇確定申告が必要な方◇
　平成23年分の確定申告から、以下の2つの条件
を満たす方は、所得税の確定申告が不要になっ
ています。
１． 公的年金等の収入金額の合計が400万円以下
２．公的年金に係る雑所得以外の所得金額が20
万円以下

　扶養親族等申告書を2か所以上の年金の支払者
に対して提出している方や、年金以外に給与所
得がある方などは、多くの場合、所得税の確定
申告が必要となります。

②あなたの気になる年金記録
もう一度、ご確認を

　約2,200万件の年金記録が、持ち主が確認
できていないまま残っています。
　ご自身の年金記録に「もれ」や「誤り」があ
るのではとご心配のある方は、お近くの年金事
務所等にご相談ください。詳しくは、日本年金
機構のホームページをご覧ください。
　HPアドレス：http://www.nenkin.go.jp

③免除等の承認を受けた期間がある方へ
追納制度をご利用ください

　免除や猶予の承認を受けた期間がある場合は、
保険料を全額納付した場合と比べて、将来受け
取る年金額が低くなります。
　免除等の承認を受けた期間の保険料は、10年
以内であれば後から納付（追納）することがで
きますので、追納の申請を行ってください。

問　福井年金事務所
　　　　①お客様相談室　☎0776-23-4518
　　　　②年金記録課　　☎0776-23-4515
　　　　③国民年金課　　☎0776-23-4516
　　市民課（市役所１階）☎88-8102

国民健康保険税も社会保険料控除に該当します国民健康保険税も社会保険料控除に該当します 国
保

年
金

hisho
環境10%
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賢げ
ん
じ
ょ
う
い
ん

聖
院
所
蔵
と
さ
れ
る星ほ
し

曼ま
ん
だ
ら

荼
羅

（146）

　

夏
の
あ
る
日
、
石
川
県
立
歴
史
博
物
館

で
会
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
「
マ
ン
ダ

ラ　

―
チ
ベ
ッ
ト
・
ネ
パ
ー
ル
の
仏
た
ち

―
」
と
い
う
、
国
立
民
俗
学
博
物
館
の
所

蔵
品
で
あ
る
マ
ン
ダ
ラ
や
仏
像
・
神
像
の

特
別
展
が
あ
っ
た
。
百
九
十
数
点
展
示
さ

れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
理
解
力
を
超
え
る

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
特
別
展
と
同
時
に

「
北
陸
の
曼
荼
羅
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い

た
。
羽
咋
市
の
正
覚
院
が
所
蔵
す
る
両
界

曼
荼
羅
や
金き
ん
た
い
か
ん
じ
ょ
う

胎
灌
頂
三さ
ん
ま
や
ぎ
ょ
う
し
き

昧
耶
形
敷
曼
荼

羅
、
博
物
館
が
所
蔵
す
る
白
山
曼
荼
羅
と

星
曼
荼
羅
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　

星
曼
荼
羅
の
前
に
立
っ
た
と
き
、
我
が

目
を
疑
っ
た
。
鎌
倉
時
代
（
十
三
世
紀
）、

さ
ら
に
元
賢
聖
院
所
蔵
と
あ
る
で
は
な
い

か
。
白
山
曼
荼
羅
が
、
勝
山
の
地
か
ら
こ

の
博
物
館
へ
移
さ
れ
た
こ
と
は
知
っ
て
い

た
が
、
星
曼
荼
羅
の
こ
と
は
初
耳
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
再
び
原
本
を
拝
観
で
き
る
機

会
が
与
え
ら
れ
た
。
再
確
認
す
る
と
、
制

作
年
代
は
室
町
時
代
（
十
六
世
紀
）
で
あ
っ

た
。
箱
の
蓋
の
表

書
き
に
は
「
星
曼

荼
羅
尊
影
」
と
あ

り
、
そ
の
裏
に
は

「
奉
修
補　

松
尾

山
西
念
寺
釋
貫
龍　

北ほ
く
と
ぐ

斗
供
本
尊　

霊

應
山
平
泉
寺　

南み
な
み
だ
に
谷
賢
聖
院
」
と

あ
っ
た
。
星
曼
荼

羅
は
北
斗
曼
荼
羅
と
も
言
わ
れ
、
中
心
に

は
密
教
の
本
尊
で
あ
る
大
日
如
来
が
描
か

れ
、
そ
の
下
に
は
北
斗
七
星
が
道
教
風
の

尊
像
で
七
つ
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
北
斗

七
星
は
、
中
国
の
北
斗
信
仰
に
根
ざ
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
周
囲
に
は

十じ
ゅ
う
に
く
う

二
宮
が
配
さ
れ
て
い
る
。
十
二
宮
に
は

て
ん
び
ん
座
や
さ
そ
り
座
な
ど
、
十
二
の

星
座
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
賢
聖
院

の
僧
侶
は
こ
の
よ
う
な
星
座
の
名
を
知
っ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
北
斗
供
は

北
斗
法
と
も
言
う
が
、
北
斗
七
星
す
べ
て

を
供
養
し
て
息
災
・
延
命
な
ど
を
祈
る
修

法
で
、
台
密
寺
門
で
は
最
大
秘
法
で
あ
る
。

中
世
白
山
平
泉
寺
の
賢
聖
院
の
仏
事
に

は
、
仏
殿
に
掛
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
化
財
保
護
委
員　

佐
野
光
臣

参
考
文
献　
『
れ
き
は
く
』

　
　
　
　
　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』

写真1
星曼荼羅尊影の
箱書きの一部

写真２　石川県立歴史博物館

「ストリートダンス
テクニックス
ヒップホップ編」

「クロテン」
「ポンチョ＆
　スヌード＋

ショール」

ONES TO WATCH DANCE STUDIO ／監修
スタジオタッククリエイティブ

竹田津　実／文｜写真
アリス館

日本ヴォーグ社

　リズムトレーニングから基本ステッ
プ、ニュー・ステップ、合わせ技のコ
ンビネーションまで、ヒップホップの
ダンステクニックを写真と付属ＤＶＤ
の映像で解説する。

　タヌキのえさにつられてやってきた、２頭
のクロテン。子ジカの死骸を食べる姿や、
地上をかけまわる姿など、山々が連なる大
雪の山麓の森の中の家で、著者が出会っ
たクロテンの様子を写真とともに紹介する。

　交差模様のショートスヌード、セン
ターケーブルのポンチョ、モチーフつ
なぎのショール…。秋風が吹き始める
頃から、まだ肌寒い春先まで大活躍
するニットの便利アイテムを紹介する。

「ふたつの月の
物語」

「少年ＮＰＯ
『ＷＡＮ ＰＥＡＣＥ』」

「火によって」

富安　陽子／著
講談社

今西　乃子／作
新日本出版社

ターハル･ベン＝
ジェッルーン／著

以文社

　親のいない美月と月明は、富豪の別荘に
養子候補として招かれる。１４年前にダムの
底に沈んだ村、その村で行われていた魂呼
びの神事。様々な謎を追ううちに、二人は
思いもかけない出生の秘密にたどりつく…。

　日本で狂犬病発生！？　元気と一哉は少年Ｎ
ＰＯ「ＷＡＮ　ＰＥＡＣＥ」を立ち上げるが…。「万
が一狂犬病が日本に再侵入したら」をテーマ
に描いたフィクション。ペットブームの陰に潜
む感染症の危険を子どもの目線から考える。

　中東を革命の炎に包む「アラブの春」の
発端となった一青年の焼身自殺。独裁体制
下の腐敗した社会で、貧しいが実直で聡明な
青年は、なぜ自らの肉体に火を放つに至った
のか。作家の文学的想像力を駆使して描く。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/

おすすめ図書おすすめ図書
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平
成
平
成
2525
年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

対　

象
▼

• 

保
護
者
が
勝
山
市
在
住
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
経
済
的
理
由
で
就
学
の

継
続
が
困
難
で
あ
る
方

• 

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

方
所 

得
制
限
▼
両
親
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る

方
の
収
入
金
額
を
対
象
と
し

て
、
所
得
金
額
か
ら
特
別
控
除

額
※
を
差
し
引
い
た
認
定
所
得

金
額
が
、
収
入
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

※ 

母
子
父
子
世
帯
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
い
る
世
帯
な
ど
、
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
控
除
額
は
異

な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
市
育
英
資
金
貸
与
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

②
学
校
長
に
よ
る
調
査
書

③ 

平
成
23
年
の
所
得
証
明
書
（
家

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
分
）

④
平
成
24
年
の
納
税
証
明
書

（
世
帯
全
員
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
原
則
、
保
護

者
と
勝
山
市
在
住
で
所
得
の
あ

る
方
と
し
ま
す

※ 

③
④
は
、
市
担
当
者
が
原
簿
閲

覧
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
こ

と
で
省
略
で
き
ま
す

返
済
方
法
▼
12
年
以
内
の
返
済

（
無
利
子
）

申
込
締
切
▼
３
月
15
日
（
金
）

そ 
の
他
▼
貸
与
者
は
４
月
頃
に
教

育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

申
・
問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会

　

館
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
１
１

表１　貸与区分・貸与金額（月額）

進学先 国公立 私　立 入学時特別
増額貸与金

高校・専修学校の
高等課程 1万5千円 2万5千円

大学（専修
学校の専門
課程・短期
大学）

自　宅 3万円 4万円
20万円

自宅外 4万円 5万円

※詳細は市のホームページをご覧ください
貸与総額 ＝ 貸与月額 × 12月 × 修業年数（＋入学時特別増額貸与金）

表２　返済額・返済期間

貸与を受けた
奨学金（総額）

返済額
（年額） 返還年数

40万円以下 5万円 ～ 8年

40万円超え
70万円以下 7万円 7～ 9年

70万円超え
100万円以下 10万円 8～ 10年

100万円超え
150万円以下 15万円 8～ 10年

150万円超え
250万円以下 20万円 9～ 12年

250万円超え 36万円 10～ 11年

表３　収入・所得の目安

区　分 給与収入 給与以外

3人世帯
例）父母
本人

836万円
以下

362万円
以下

4人世帯
例）父母
本人
中学生

890万円
以下

404万円
以下

5人世帯
例）父母
本人
中学生
小学生

923万円
以下

437万円
以下

表４　給与所得における控除額

年間収入額 控除額

400万円以下 年間収入額×0.2
＋263万円

400万円超え
878万円以下

年間収入額×0.3
＋223万円

878万円超え 486万円

※ 収入額が329万円未満の場合、控除
額は収入額と同額

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

勝
山
市
臨
時
職
員

勝
山
市
臨
時
職
員

雇
用
希
望
者
募
集

雇
用
希
望
者
募
集

　

市
で
は
、
産
休
代
替
職
員
な
ど

の
臨
時
職
員
と
し
て
雇
用
を
希
望

す
る
方
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

職
種
・
業
務
内
容
▼

①
一
般
事
務
補
助

② 

保
育
士
・
調
理
師
の
資
格
を
有

す
る
業
務

③
施
設
員

賃 　

金
▼
日
額
５
７
６
０
円
（
職

種
に
よ
り
異
な
る
場
合
あ
り
）

雇 

用
期
間
▼
市
が
必
要
と
す
る
期

間
（
お
お
む
ね
１
年
程
度
）

申 

請
方
法
▼
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
左
記
ま
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）

〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

　

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
-
１

　

総
務
課
人
事
職
員
グ
ル
ー
プ
宛

申
込
締
切
▼
３
月
11
日
（
月
）

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
３


